
　「
地
球
上
の
食
」を
テ
ー
マ
と
す
る〝
2
0
1
5

年
ミ
ラ
ノ
国
際
博
覧
会
〞が
先
月
1
日
、開
幕
し

ま
し
た
。10
月
31
日
ま
で
開
催
さ
れ
る
ミ
ラ
ノ
万

博
で
は
、参
加
1
4
5
カ
国・地
域
が
安
心
な
食

品
を
地
球
規
模
で
確
保
し
て
い
く
提
案
を
行
っ
て

い
ま
す
。会
場
は
ミ
ラ
ノ
中
央
駅
か
ら
電
車
で
最

速
10
分
と
い
う
好
位
置
に
あ
り
、期
間
中
に
イ
タ

リ
ア
や
周
辺
国
を
訪
れ
る
な
ら
、是
非
、立
ち
寄

り
た
い
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

興
味
深
い
テ
ー
マ
の
ク
ラ
ス
タ
ー
館

　

1
9
0
6
年
の
国
際
博
覧
会
か
ら
1
0
0
年

余
を
経
て
ミ
ラ
ノ
に
再
来
し
た
万
博
は
、「
地
球

に
食
糧
を
、生
命
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
」テ
ー
マ
に
掲

げ
て
い
ま
す
。時
代
の
最
先
端
技
術
や
文
化
が
集

ま
る
万
博
の
位
置
づ
け
は
変
わって
い
ま
せ
ん
が
、

2
0
0
5
年
の
愛
知
万
博
以
降
、人
類
が
直
面

す
る
課
題
の
解
決
策
を
提
言
す
る
場
と
し
て
も

万
博
の
重
要
性
が
高
まって
き
ま
し
た
。

　
東
京
ド
ー
ム
約
22
個
分
と
い
う
広
さ
を
持
つ
会

場
に
は
、50
を
超
え
る
単
独
パ
ビ
リ
オ
ン
の
他
に
、

単
独
館
を
持
た
な
い
参
加
国・地
域
の
合
同
展

示
館
で
あ
る
ク
ラ
ス
タ
ー
館
も
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。大
陸
別
で
は
な
く
、食
品
の
種
類
や
テ
ーマ
性

に
基
づ
く
ク
ラ
ス
タ
ー
館
は
今
回
が
初
め
て
の
試

み
で
、「
乾
燥
地
域
の
農
業
と
栄
養
」「
カ
カ
オ
と

チ
ョコ
〜
神
の
食
品
」「
米
〜
収
穫
量
と
安
全
性
」

と
いっ
た
興
味
深
い
テ
ー
マ
を
設
定
。単
独
パ
ビ

リ
オ
ン
で
は
、イ
タ
リ
ア
館
が「
苗
床
」を
全
体
イ

メ
ー
ジ
と
し
て
、肥
沃
な
大
地
や
芽
吹
き
を
通
じ

て
若
い
力
を
表
現
し
て
い
る
ほ
か
、「
共
存
す
る
多

様
性
」を
テ
ー
マ
と
す
る
日
本
館
は
、ユ
ネ
ス
コ
無

形
文
化
遺
産
の
和
食
と
日
本
食
文
化
の
知
恵
や

技
、農
林
水
産
業
、食
への
取
り
組
み
な
ど
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。

期
間
中
に
開
館
延
長
や
特
別
公
開
も

　

万
博
期
間
中
は
、ミ
ラ
ノ
の
中
心
的
存
在
で
あ

る
大
聖
堂
の
関
連
施
設
が
開
館
時
間
を
延
長
し

て
い
ま
す
。イ
タ
リ
ア
最
大
の
ゴ
シッ
ク
様
式
の
聖

堂
は
、14
世
紀
か
ら
19
世
紀
前
半
ま
で
の
歳
月

を
か
け
て
造
ら
れ
て
お
り
、様
々
な
時
代
の
作
品

を
同
時
に
見
る
こ
と
が
可
能
で
す
。夏
場
に
コン

サ
ー
ト
も
開
か
れ
る
テ
ラ
ス
ス
ペ
ー
ス
は
万
博
期

間
中
、23
時
ま
で
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
、大
聖

堂
内
の
考
古
学
スペ
ー
ス
も
毎
日
22
時
ま
で
特
別

公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。世
界
で
最
も
有
名
な
格
式

の
高
い
オ
ペラ・ハウ
ス
の一つ
と
し
て
知
ら
れ
る
ス
カ

ラ
座
も
、公
演
シ
ー
ズ
ン
は
7
月
く
ら
い
ま
で
で

す
が
、併
設
さ
れ
て
い
る
博
物
館
で
は
、劇
場
の
歴

史
を
見
学
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

14
世
紀
後
半
に
建
て
ら
れ
た
ス
フ
ォル
ツェス
コ

城
は
、威
厳
に
満
ち
た
塔
と
城
壁
が
見
る
も
の
を

圧
倒
し
ま
す
。一部
は
博
物
館
に
なって
い
て
、ミ
ラ

ノ
周
辺
の
重
要
な
美
術
品
を
所
蔵
。そ
し
て
、サ

ン
タ・マ
リ
ア・デ
ッ
レ・グ
ラ
ツ
ィエ
教
会
で
は
、レ
オ

ナ
ル
ド・ダ・ヴ
ィ
ン
チ
に
よって
描
か
れ
た「
最
後
の

晩
餐
」が
訪
れ
る
人
々
を
待って
い
ま
す
。

ミラノ

ラクダに乗ってサハラ砂漠をゆく

「
地
球
上
の
食
」を
テ
ー
マ
に
ミ
ラ
ノ
万
博

１
４
５
カ
国・地
域
が
参
加
し
て
10
月
末
ま
で
開
催

ミラノ万博のシンボルとなっている「生命の木」と
名付けられた塔（写真:地球の歩き方）

光触媒素材を使ったイタリア館の建物。大気中
の一酸化窒素や窒素酸化物を吸収して不活性
塩に変え、屋根で発電も（写真:地球の歩き方）

大勢の観光客で賑わう大聖堂前の広場

音響効果と豪華な内部装飾で有名なスカラ座は世界的な
オペラの殿堂として知られています

サンタ・マリア・デッレ・グラツィエ教会に
描かれた「最後の晩餐」（©De Agostini 
Picture Library）

威厳に満ちた塔と城壁が見る
者を圧倒するスフォルツェス
コ城（©Fototeca ENIT）

ミラノ万博のマスコット＝フー
ディーは、スイカ、洋ナシ、リン
ゴ、マンゴー、ザクロなど11
キャラクターの集合体です
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